
被害想定作成例(ホテル)
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	被害想定
（被害の具体的事象）
	防火防災安全上の目標設定

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	建物構造の被害を一部確認。柱：１階ピロティの柱にひびが入り小被害あり。床：現状使用を継続する上での問題なし。
	在館か建物外への避難の判断を○○分以内に下す。

	
	2
	外壁・窓ガラス・看板の一部が落下し、建物周囲にガラスが散乱する。
	散乱物による負傷者を出さない。

	
	3
	１階ロビー天井が落下する。照明器具も落下し破損。ガラス片が飛散し危険な状態となっている。
	散乱物による負傷者を出さない。

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が２件計４名発生した。
	閉じ込め者を全員救出する。

	
	5
	１・２階間のエスカレーターが停止する。この時間の利用者はいなかったため負傷者無し。
	転倒による負傷者を出さない。

	
	6
	空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。


	エアコンの復旧を出来るだけ早く行う。ストーブ（扇風機）の準備をする。

	
	7
	ボイラーの燃料タンクが移動し、停止する。一部重油燃料の漏洩はあったが、着火源はなく火災には至らなかった。
	二次災害（火災）の発生防止。

	３．避難施設等被害
	8
	客室の扉枠変形で１０室開閉不能となる。閉じ込め者８名発生。
	閉じ込め者を全員救出する。

	
	9
	サービス部門、バックヤード（事務室、倉庫など）の家具・什器が転倒する。幸い、室内に人はいなかった。
	転倒・落下物による負傷者を出さない。

	
	10
	壁掛けの鏡が倒れ、避難経路にガラスが飛散する。
	ガラスによる負傷者を出さない。避難経路を妨げない。

	
	11
	客室からの出火により、客室や廊下に煙が滞留する。
	煙による窒息被害を防止する。

	
	12
	宿泊客が階段室や非常口に殺到し、非難が円滑に進まない。
	将棋倒しによる負傷者を出さない。

	４．消防用設備等
	13
	障害物納置により、防火シャッターが閉鎖障害をおこす。
	煙による窒息被害を防止する。

	
	14
	煙感知器連動の防火戸が故障で作動しない。
	煙による窒息被害を防止する。

	
	15
	スプリンクラーヘッド損傷により不時放水する。
	漏水被害を拡大させない。

	
	16
	二酸化炭素消火設備のボンベが転倒する。
	ボンベ転倒による負傷者を出さない。

	５．収容物等被害
	17
	客室内のテレビや収納棚が転倒・落下する。
	転倒・落下物によるけが人を出さない。

	
	18
	照明器具・シャンデリアが落下するが、幸いこの時間に負傷者はいない。
	散乱物による負傷者を出さない。

	
	19
	書棚が転倒し、室内が散乱する。
	転倒・落下物による負傷者を出さない。

	
	20
	事務室のパーテーションが転倒し、室内が散乱する。
	転倒・落下物による負傷者を出さない。

	６．ライフライン等被害
	21
	停電で客室の照明が点灯しない。
	一定照度を確保する。

	
	22
	廊下・階段・ロビーの照明が点灯しない。
	一定照度を確保する。

	
	23
	ポンプが停止し、飲料水が無くなる。何人かの宿泊客から飲料水を要求される。
	提供可能な水量をいくらかでも確保する。

	
	24
	断水でトイレが使用できない。
	トイレを使用できるようにする。

	
	25
	外線電話が輻輳し本社と連絡が取れない。
	通信連絡を取れる環境を確保する。

	
	26
	内線電話が機能せず、各部屋の宿泊客の安否確認がとれない。
	従業員による巡回等の代替手段で安否確認をとる。

	
	27
	電話線が切断され、公設消防へ連絡できない。
	公設消防への通報手段を確保する。

	７．火災等の発生
	28
	朝食を仕込み中の調理場から出火し、材料のビニール袋が燃える。
	火災による負傷者を出さない。延焼拡大させない。

	
	29
	客室の寝煙草により、シーツから出火する。幸い出火階は低層階であった。
	火災による負傷者を出さない。部屋外へ火災拡大させない。

	
	30
	機械室の蓋をされていない保管油が倒れ漏洩するが、出火には至らなかった。
	出火させない。室外への延焼拡大させない。

	
	31
	駐車場の床に漏洩した少量のガソリンに着火した。
	延焼拡大させない。

	
	32
	宴会場のＬＰＧボンベが転倒しガス漏洩が発生する。
	ガス爆発や火災を発生させない。

	
	33
	約１００ｍ離れた住宅地から出火による煙を確認。
	火災を類焼による被害を拡大させない。

	
	34
	１階ロビーのスタンド型白熱電球が転倒し、カーペットがくすぶる。
	火災を発生させない。

	
	35
	駐車場や調理場などの小火による煙の排煙に迫られる。
	煙による被害者を発生させない。

	
	36
	不安状態にある全宿泊客に対し、館内非常放送（安心情報）を適宜迫られる。
	パニックを起こさない、または終息させる。

	
	37
	外部からの宿泊要請者がホテルを訪問し対応に迫られる。
	可能な範囲で地域貢献する。

	
	38
	重要書類、貴重品等の搬出、盗難が発生する。
	館内の秩序を保ち、パニックを起こさない。

	８．人的被害
	39
	あわててパジャマ姿で飛び出した宿泊客が部屋に戻れない。
	寒さで風邪をひかせない。

	
	40
	１６階の宿泊客が地震の衝撃で転倒・ベッドから落下し、足を負傷し出血する。
	負傷者の応急手当を行う。

	
	41
	慌てて屋外に出た小学生が落下物（ガラスの破片）で負傷する。
	負傷者の応急手当を行う。

	
	42
	客室や共用部で地震になれていない外国人が揺れ・衝撃でパニックになる。
	館内の秩序を保ち、パニックを拡大させない。

	
	43
	高齢者や子供が地震動の恐怖で動けなくなる。
	安心感を伝え、パニックを起こさせない。

	
	44
	負傷し搬送された人同士が喧嘩となる。
	喧嘩を止めて、第三者に拡大させない。


被害想定に基づく予防的対策事項と応急的対策事項（ホテル例）
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	対応行動の具体化

	
	
	応急的対策事項
	予防的事項

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	応急判定士や建築技術者により、建物の損傷箇所を目視・確認する。
	耐震診断、耐震補強工事を行う。

	
	2
	宿泊客や外部者を建物周囲へ近づけない。
	立入り禁止措置範囲の事前把握。

	
	3
	宿泊客を近づけない。破損ガラスの片付け清掃。
	天井・器具・機器の固定、振止め取付。

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況説明を行う。消防隊・エレベーター会社への連絡。
	エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。（誰がどのように行うか）

	
	5
	使用禁止の処置を行う。「停止」表示を行う。
	エスカレーター会社と非常時の運用ルールを事前に確認。

	
	6
	配管工の手配と修理を行う。
	設計・施工業者に配管の耐震性を確認。

	
	7
	燃料の回収作業を行う。
	可燃物や不要物を納置しない。防火区画の機能確認。

	３．避難施設等被害
	8
	宿泊者名簿との照合。各部屋チョークによるマーキングやドアノブに蛍光リングを活用するなど安否確認と救出を行う。
	安否確認方法の確立。扉の開錠方法を事前確認。

	
	9
	転倒しそうな物に近づかない。
	家具・什器の固定化。万一転倒しても避難経路が確保できる位置に配置する。

	
	10
	飛散したガラスを清掃する。
	飛散防止フィルムを貼る。固定を強化する。

	
	11
	煙発生階は○○分以内に避難させる。
	防火区画の機能確認。排煙設備の非常時運用ルールを決めておく。

	
	12
	パニック防止の非常放送を行う。（地震の影響、館内の被害状況、お客様への対応状況など）
	パニック防止放送の内容確認。放送の信頼性確保の検討。

	４．消防用設備等
	13
	誘導員の配置により、立入禁止措置をとる。
	防火シャッター付近に物を置かない。

	
	14
	誘導員の配置により、立入禁止措置をとる。
	定期的に防火戸の機能点検を行う。

	
	15
	火災が発生していないことを確認し、制御弁を閉止する。
	制御弁室の場所、および、１系統の防護範囲を確認しておく。

	
	16
	ボンベ室を立入り禁止とする。
	ボンベの固定方法を強化する。

	５．収容物等被害
	17
	安否確認する際に、部屋の状況を確認する。

宿泊客からの連絡がある場合は現地確認を行う。
	ベッド上に転倒・落下しないような配置にしておく。

	
	18
	飛散したガラスを清掃する。立入り禁止措置を行う。
	シャンデリア重量と天井の許容荷重を確認し、落下危険のある場合は危険性の低いものに交換する。

	
	19
	書棚の下敷きになった人がいないか確認する。
	上部下部とも固定をしっかりしておく。

	
	20
	部屋に人がいないことを確認し、施錠し、立入り禁止とする。
	足元を強固に固定する。不要なパーテーションは撤去する。

	６．ライフライン等被害
	21
	カーテンをあけ、光を取り入れる。
	客室内に懐中電灯を備えておく。

	
	22
	真っ暗な避難経路（無窓廊下など）では懐中電灯を準備する。また、カーテンを開ける等、光を取り入れる。
	真っ暗な避難経路では非常用照明や誘導灯の点灯時間延長のため自家発電機とリンクさせておく。事務所に懐中電灯を備えておく。

	
	23
	提供可能な水量を確認する。備蓄してある飲料水を提供する。
	上水として使用できる水源の確保。ろ過、煮沸方法を確認する。

	
	24
	仮設トイレを設置する。設備業者への連絡と修理依頼を行う受水槽の水をバケツなどにためておく。
	周辺地域の公衆トイレやマンホール位置の確認。
仮設トイレの事前調達。

	
	25
	衛星携帯電話により連絡手段を確保する。
経由地となる他エリアの支店などを通して連絡する。
	公衆電話の設置数を増やしておく。１０円玉を多量確保しておく。衛星携帯を事前購入しておく。

	
	26
	非常用館内放送により、お客様に安否確認方法を説明する。
フロアマネージャーが一部屋ずつ安否確認を行う。
	トランシーバーの有効活用方法を検討する。

	
	27
	携帯電話による連絡を試みる。公設消防へ直接出向く。
	消防担当者の携帯番号を複数控えておく。

	７．火災等の発生
	28
	初期消火を行い、鎮火させる。
	可燃物を火元の近くに置かない。

	
	29
	初期消火を行い、鎮火させる。
	チェックイン時にお客様に寝煙草禁止の注意事項を説明する。

	
	30
	初期消火を行い、鎮火させる。防火区画を早期形成させる。
	防火区画の機能障害がないか確認しておく。

	
	31
	初期消火を行い、鎮火させる。
	駐車場の定期清掃。必要以上の可燃物・危険物を撤去する。泡消火設備の良好なメンテナンス。

	
	32
	元栓を締める。換気を行う。
	換気を十分に行う。使用しているガス器具を閉詮する。

	
	33
	現地確認し、類焼危険のある場合は公設消防に連絡する。
	近隣とのコミュニケーションを密にし、万一の防火計画を立てておく。

	
	34
	初期消火を行い、鎮火させる。
	転倒防止対策や固定をしっかりしておく。

	
	35
	自然換気、機械換気を十分行う。
	必要な箇所の換気設備を自家発電機に接続しておく。

	
	36
	地震の影響、館内の状況、お客様への対応状況、周辺地域の情報について非常放送（全館放送）を実施する。
	パニック防止放送のポイントを検討しまとめておく。（ホテルの対応方針、デマの打ち消し方法など）

	
	37
	オープンスペースと宿泊率の確認を行い、収容可能かどうか判断する。
	周辺地域の代替施設を確認する。事前にコミュニティで協議を行い収容施設の選定と規模を確認する。

	
	38
	ホテルの出入り管理にあわせて、現金・貴重金・重要書類を管理する。建物の入退場制限を行う。
	防犯担当責任者の選任と役割を明確にしておく。

	８．人的被害
	39
	防寒着と履物を宿泊客に渡す。
	防寒着と履物を準備しておく。

	
	40
	負傷者がいる階に一時的に救護所を確保し、手当てを行う。
	エレベータが全く使用できない想定の元、一時救護所の階と場所を事前に決め応急備品を備えておく。

	
	41
	接地階（１階）に救護所を設置し、応急手当する。
	医療に関する資格・技能を持つ人材・医療用具を確保しておく。
緊急時の医療機関を確保しておく。

	
	42
	英語圏外の宿泊客には、予め用意した手引書を活用して、情報伝達を行う。
	主要外国語放送の準備。ユニバーサルデザインなどサイン表示の活用。

	
	43
	抱きかかえて、安心感を与える。館内の人の多い滞在場所に優先的に誘導する。
	障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応策を理解しておく。

	
	44
	仲介役を複数人確保し、その場の混乱を避ける。
	事前に仲介役にふさわしい人選を予め行う。
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